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「月探査に関する懇談会」における検討の進め方について （案） 
 

平 成 ２ １ 年 ８ 月 ４ 日 

 

 

宇宙基本計画において、「有人を視野にいれたロボットによる月探査」については、以下の案

を念頭において、１年程度をかけて検討を行う旨記載（参考１参照）。 
 

・ 第一段階（平成３２年（２０２０年）頃）として科学探査拠点構築に向けた準備とし

て、我が国の得意とするロボット技術をいかして、二足歩行ロボット等、高度なロ

ボットによる無人探査の実現を目指す。 

 

・ その次の段階としては、有人対応の科学探査拠点を活用し、人とロボットの連携

による本格的な探査への発展を目指す。 

 
加えて、宇宙開発戦略本部において、内閣総理大臣から「宇宙開発担当大臣の下、我が国の

叡智を集め、直ちに検討を開始し、一年後を目途に方針を明確化すること」との指示がなされて

いる（参考２参照）。 

これらを踏まえ、月探査に関する懇談会（以下、「本懇談会」という）における検討については、

以下のとおり進めることとする。 

 

 

１．検討項目 
（１）月探査の意義・目標 

・ 我が国の技術や経験を生かした日本らしい月探査の意義・目標（科学、技術、産業等の

観点から、２０２０年に目指す具体的目標及び有人宇宙活動を想定した長期的目標） 

 
（２）２０２０年頃に実現を目指す高度なロボットによる無人月探査の具体像 

・ 目標達成のために解決すべき技術的課題（例えば長期かつ高度な探査を可能とするロ

ボット技術、電源技術や往還技術等） 

・ ロボット探査の優位性を考慮した目標に向けての研究開発ロードマップ 

・ 宇宙以外の研究開発分野との連携を考慮した研究開発体制（国際協力含む） 

・ 宇宙産業のみならず他産業への波及効果 

・ その他（資金見積もり等） 

 

（３）長期的視点に立った有人宇宙活動を想定した月探査の基本的方針 

・ 我が国として人とロボットの連携による探査で取り組むべき課題 

・ 国際協力の在り方についての基本的考え方 

・ その他 

 



２．検討スケジュール 

平成２２年６月頃を目途に報告書を取りまとめ。懇談会では、必要に応じ構成員からのプレゼ

ンテーション、構成員以外の専門家等からのヒアリングを適宜実施。なお、以下のスケジュール

は議論の進捗により変更がありうる。 

 

● 第１回会合 （平成２１年８月４日） 
 

・ 懇談会の運営、進め方（検討項目・スケジュール）について 

・ 月探査に関するこれまでの我が国の取組と海外の動向について 

   

● 第２～４回会合 （平成２１年９～１１月頃） 
 

・ 月探査の意義・目標について 

・ ２０２０年頃に実現を目指す高度なロボットによる無人月探査の具体像について 

       （技術的課題、研究開発ロードマップ、研究開発体制、他産業への波及効果、 

資金見積もり等） 

（米国有人宇宙飛行計画再検討委員会報告の紹介） 

 

● 第５～６回会合（平成２１年１２月～平成２２年２月頃） 
 

・ 長期的視点に立った有人宇宙活動を想定した人とロボットの連携による月探査の

基本的方針（我が国として取り組むべき課題、国際協力の在り方についての基本

的考え方、その他）について 

 

● 第７回会合（平成２２年３～４月頃） 
 

・ 論点整理 

 

● 第８回会合（平成２２年４月末頃） 
 

・ 報告書（案）について 

 

～ パブリックコメント ～ 

 

● 第９回会合（平成２２年６月頃） 
 

・ パブリックコメント回答案、報告書取りまとめ 

 


